
平成３１年度予算編成にあたっての考え方平成３１年度予算編成にあたっての考え方平成３１年度予算編成にあたっての考え方平成３１年度予算編成にあたっての考え方

○本県では、これまで「地域の自立を図り、くらしやすい奈良を創る」ことを県政の目指すべき姿とし、

知恵と工夫を凝らして、直面する県政諸課題に全力で取り組んできました。

○その結果、がん死亡率の減少や就業地別有効求人倍率の上昇など、取組の成果が数字となって現れる

とともに、奈良県総合医療センターの移転開院や平城宮跡歴史公園「朱雀門ひろば」の開園など、成

果が形でも見えるようになりました。これからも現在進行中のプロジェクトが次々と姿を現し、奈良

はますます良くなっていくと思います。

○しかしながら、奈良をもっと良くするためには、まだまだ力を入れていかなければならない課題も数

多くあります。このため引き続き、地域経済を元気にするプロジェクトや、地域医療・介護・福祉の

充実、観光振興、農林業の振興、南部地域・東部地域の振興、インフラ整備など、県政の各分野の課

題解決に向け、積極果敢に取り組む必要があります。

○また、県債残高を減らすための取組を継続し、将来の公債費負担を軽減するなど、財政の健全性の維

持も必要です。

○このような考え方で新年度の予算編成を行ったところですが、４月に実施される知事選挙及び県議会

議員選挙を念頭に、いわゆる骨格予算としました。

○したがって、当初予算には、行政サービスが遅延・停滞することがないよう、義務的な経費や、執行

計画上年度当初からの取組が必要な事業などを計上し、その他の経費については、選挙後の判断に委

ねることとしました。
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歳入歳出予算案歳入歳出予算案歳入歳出予算案歳入歳出予算案 （単位：百万円、％）歳入歳入歳入歳入 501,698501,698501,698501,698 506,651506,651506,651506,651 △ 4,953 △ 1.0県税等 188,399 187,893 506 0.3県税 120,900 122,400 △ 1,500 △ 1.2地方消費税清算金 45,855 45,030 825 1.8地方譲与税 21,644 20,463 1,181 5.8地方交付税 152,400 150,000 2,400 1.6分担金及び負担金 401 5,839 △ 5,438 △ 93.1国庫支出金 52,421 59,176 △ 6,755 △ 11.4繰入金 31,123 22,811 8,312 36.4県債 52,239 55,873 △ 3,634 △ 6.5うち臨時財政対策債 22,000 27,000 △ 5,000 △ 18.5その他 24,715 25,059 △ 344 △ 1.4歳出歳出歳出歳出 501,698501,698501,698501,698 506,651506,651506,651506,651 △ 4,953 △ 1.0義務的経費 252,428 251,895 533 0.2人件費 146,777 147,610 △ 833 △ 0.6扶助費 15,530 15,070 460 3.1公債費 90,121 89,215 906 1.0投資的経費 69,653 75,093 △ 5,440 △ 7.2普通建設事業費 64,250 68,572 △ 4,322 △ 6.3災害復旧事業費 5,403 6,521 △ 1,118 △ 17.1一般施策経費 179,617 179,663 △ 46 △ 0.0補助費等 133,278 132,735 543 0.4うち県税交付金等 42,030 44,033 △ 2,003 △ 4.5繰出金 15,864 16,747 △ 883 △ 5.3維持補修費 4,541 4,047 494 12.2その他 25,934 26,134 △ 200 △ 0.8

区　　分 ３１年度当初予算案 ３０年度当初予算 率増減増減 ○県税は、法人事業税等が増収する一方、配当割県民税や株式等譲渡所得割県

民税等の減収があり、３０年度予算に比べ、１５億円減少（△1.2％減）。

○地方譲与税は、地方法人特別譲与税の増収や、自動車重量譲与税及び森林環

境譲与税の創設により、１２億円増加（＋5.8％増） 。

○地方交付税と臨時財政対策債の合計額は、地方財政計画と同様のトレンドに

より、２６億円減少（△1.5％減）。

○国庫支出金は、公共事業の新規箇所等について、選挙後の補正予算による対

応を想定したこと等により、６８億円減少（△11.4％減）

○義務的経費は、５億円の増（＋0.2％増）

・教職員定数の見直し等により人件費が減少。

・臨時財政対策債償還金（全額交付税措置）の増等により、公債費が増加。

県債管理基金からの繰入金を財源とした臨時財政対策債の繰上償還は、３０年度に引

き続き実施（１００億円）

○投資的経費は、５４億円の減（△7.2％減）

・主要なプロジェクトを着実に推進。

大宮通り新ホテル・交流拠点整備 １２２億円（㉚５０億円 ＋７１億円）

なら歴史芸術文化村整備 ６２億円（㉚ ７億円 ＋５５億円） など

・公共事業の新規箇所等については、選挙後の補正予算による対応を想定。

公共事業合計 ３１１億円（㉚５００億円 △１８９億円）

・過年度に被災した公共土木施設等の災害復旧事業費が減少。

○一般施策経費は、３０年度と同程度（△0.0％）

・奈良の仏像海外展示やプロモーション活動の強化、外国人観光客の滞在環境

の整備等によるインバウンド観光需要の取り込みに重点を置いた観光振興策

を積極的に展開。

・後期高齢者医療関係費など、主な社会保障関係経費は引き続き増加。

・道路・河川の除草や、道路・砂防施設の修繕等を増額（＋５億円）。

・県税収入等の減収に伴い、県税交付金等が減少（△２０億円）。

歳入予算歳入予算歳入予算歳入予算

歳出予算歳出予算歳出予算歳出予算

歳入歳出予算のポイント歳入歳出予算のポイント歳入歳出予算のポイント歳入歳出予算のポイント

２

＊四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがある。



歳 入（一般財源）：3,281億円（㉚3,302億円 △２１億円）

・県税等（市町村等への交付金を除く） 1,464億円（㉚1,439億円 ＋２５億円）

県税等

県税 1,209億円(㉚1,224億円 △ １５億円)

地方消費税清算金 459億円(㉚ 450億円 ＋ ８億円)

地方譲与税 216億円(㉚ 205億円 ＋ １２億円)

1,884億円(㉚1,879億円 ＋ ５億円)

市町村等への交付金（県税交付金等支出）

420億円(㉚ 440億円 △ ２０億円)

・地方交付税＋臨時財政対策債 1,744億円（㉚1,770億円 △２６億円）

地方交付税 ＋２４億円、臨時財政対策債 △５０億円

・財政調整基金繰入金 －（㉚ 20億円 △２０億円）

・その他 73億円（㉚ 73億円 ±０億円）

地方特例交付金 ＋３億円、自動車駐車場特会繰入金 △２億円 など

歳 出（一般財源）：3,281億円（㉚3,302億円 △２１億円）

・人件費 1,242億円（㉚1,262億円 △２０億円）

・公債費 771億円（㉚ 776億円 △５億円）

・社会保障関係経費

主な社会保障関係経費 715億円（㉚ 703億円 ＋１２億円）

後期高齢者医療関係費 ＋６億円、児童扶養手当給付費 ＋４億円、

障害者自立支援給付費 ＋２億円 など

病院関係の繰出金等 78億円（㉚ 87億円 △９億円）

病院機構特会繰出金 △１０億円、医大特会繰出金 ＋１億円 など

・公共事業関係 80億円（㉚ 98億円 △１８億円）

公共事業（補助、単独、直轄） △２２億円、維持補修（道路、河川） ＋４億円

・その他 396億円（㉚ 376億円 ＋２０億円）

県立高校耐震化 ＋６億円、なら歴史芸術文化村整備 ＋４億円、

県立大学整備 ＋３億円、新型インフルエンザ対策 ＋２億円 など

一般財源一般財源一般財源一般財源（使途が特定されていない財源）（使途が特定されていない財源）（使途が特定されていない財源）（使途が特定されていない財源）の状況の状況の状況の状況

・・・・県債残高は県債残高は県債残高は県債残高は27272727年度から減少年度から減少年度から減少年度から減少し始め、し始め、し始め、し始め、31313131年度（年度（年度（年度（10,09910,09910,09910,099億円）は億円）は億円）は億円）は30303030年度年度年度年度（（（（10,36310,36310,36310,363

億円）億円）億円）億円）と比べ△と比べ△と比べ△と比べ△264264264264億円減少億円減少億円減少億円減少する見込み。する見込み。する見込み。する見込み。

・・・・交付税措置のない県債残高交付税措置のない県債残高交付税措置のない県債残高交付税措置のない県債残高は、は、は、は、21212121年度（年度（年度（年度（4,5804,5804,5804,580億円）から億円）から億円）から億円）から31313131年度（年度（年度（年度（3,6543,6543,6543,654億億億億

円）の円）の円）の円）の10101010年間で、△年間で、△年間で、△年間で、△926926926926億円減少億円減少億円減少億円減少する見込み（する見込み（する見込み（する見込み（30303030年度年度年度年度（（（（3,7403,7403,7403,740億円）億円）億円）億円）と比べと比べと比べと比べ

△△△△86868686億円減少億円減少億円減少億円減少する見込み）。する見込み）。する見込み）。する見込み）。

54.8% 57.7% 58.2% 58.9% 61.0% 62.1% 63.0% 63.5% 64.1% 63.9% 63.8%

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

残高に占める交付税措置額の割合
2,441 2,956 3,314 3,644 3,981 4,256 4,430 4,533 4,602 4,560 4,466
4,580 4,390 4,384 4,346 4,163 4,052 3,959 3,873 3,774 3,740 3,6543,113 3,021 2,779 2,578 2,532 2,392 2,310 2,211 2,125 2,063 1,979
10,134 10,367 10,478 10,568 10,676 10,700 10,699 10,616 10,501 10,363 10,099

1,107 1,050 1,026 1,043 1,069 1,078 1,165 1,155 1,210 1,224 1,20902,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

（億円） 県債残高及び県税収入の推移県債残高及び県税収入の推移県債残高及び県税収入の推移県債残高及び県税収入の推移（H29までは決算額、H30は2月補正予算案後、H31は当初予算案）

県税収入
・表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある。

臨時財政対策債等（全額交付税措置）通常債（交付税措置分）通常債等（交付税措置なし）

交付税未措置額／県税収入額3.4倍 3.4倍 3.1倍4.2倍 4.3倍 4.2倍 3.9倍 3.8倍
交付税措置あり
交付税措置なし

6,744 6,6235,976 6,094 6,222 6,513 6,648 6,740 うち臨時財政対策債等6,727
3.1倍 3.0倍

6,4455,553

4.1倍

県債残高の推移県債残高の推移県債残高の推移県債残高の推移

H31末（見 込） 3,654億円/1,209億円 ＝ 3.0倍［県債残高 10,099億円］

H30末（現計予算） 3,740億円/1,224億円 ＝ 3.1倍［県債残高 10,363億円］

H29末（決 算） 3,774億円/1,210億円 ＝ 3.1倍［県債残高 10,501億円］

交付税措置のない県債残高／県税収入の状況交付税措置のない県債残高／県税収入の状況交付税措置のない県債残高／県税収入の状況交付税措置のない県債残高／県税収入の状況
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　 　 　 　 頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる地域頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる地域頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる地域頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる地域にしますにしますにしますにします。。。。

頻繁に訪れてもらえる、住み続けられる南部地域・東部地域の振興

○県と市町村の連携・協働による○県と市町村の連携・協働による○県と市町村の連携・協働による○県と市町村の連携・協働による「奈良モデル」を推進「奈良モデル」を推進「奈良モデル」を推進「奈良モデル」を推進します。します。します。します。
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